


学
校
も
学
年
も
異
な
る

小
中
学
生
が
交
流

少
年
教
室
は
、
学
校
や
家
庭
で
は
経

験
し
に
く
い
創
作
活
動
や
野
外
活
動
と

い
っ
た
体
験
学
習
を
と
お
し
て
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

少
年
教
室
は
、
野
外
諏
理
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
野
外
活
動
や
、
し

め
な
わ
づ
く
り
・
陶
器
づ
く
り
な
ど
の

創
作
活
動
が
あ
り
、
年
十
回
の
学
習
テ

ー
マ
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通

じ
て
、
学
校
も
学
年
も
異
な
る
子
供
た

ち
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
一

日
の
二
日
間
、
福
岡
市
東
区
の
海
の
中

道
青
少
年
海
の
家
で
行
わ
れ
た
、
教
室

の
目
玉
で
あ
る
宿
泊
研
修
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
み
ま
し
た
。

研
修
の
メ
イ
ン
は

カ
ッ
タ
ー
訓
練

研
修
に
参
加
し
た
の
は
、
町
内
の
小

中
学
生
の
男
女
四
十
五
人
。

終
業
式
を
終
え
た
ば
か
り
の
子
供
た

ち
は
、
午
後
二
時
に
水
巻
町
を
出
発
し

二
時
間
足
ら
ず
で
研
修
所
へ
到
着
。

諸
注
意
の
後
、
き
っ
そ
く
夕
食
の
野

は
ん
ご
う

外
調
理
に
か
か
り
ま
す
。
飯
念
炊
さ
ん

の
楽
し
い
夕
食
を
終
え
た
子
供
た
ち
は

明
日
の
洋
上
訓
練
に
備
え
消
灯
。

二
日
目
は
、
研
修
の
メ
イ
ン
で
あ

る
、
カ
ッ
タ
ー
の
操
船
で
す
。

カ
ッ
タ
ー
は
、
客
船
な
ど
の
救
命
ポ

ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
長

ぐ

来た？



夏
に
向
か
っ
て

●

六
メ
ー
ト
ル
の
ポ
ー
ト
は
、
み
ん
な
の

協
力
な
し
で
は
到
底
動
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
救
命
胴
衣
を
付
け
た

子
供
た
ち
は
、
腕
の
二
倍
も
の
太
さ
の

オ
ー
ル
を
二
人
で
受
け
持
ち
ま
す
。
全

部
で
十
二
本
装
備
さ
れ
た
オ
ー
ル
を
二

十
四
人
が
握
り
、
重
い
カ
ッ
タ
ー
船
を

こ漕
い
で
博
多
湾
へ
出
発
。
予
定
の
コ
ー

ス
を
回
り
、
悪
戦
苦
闘
の
末
よ
う
や
く

上
陸
を
完
了
し
ま
し
た
。

出
発
前
に
見
せ
て
い
た
笑
顔
も
ど
こ

へ
や
ら
。
顔
に
は
疲
労
の
色
も
う
か
が

え
ま
し
た
。

浜公蘭で行

回初めて採り入学年も学校も

上訓練に桃れられたカツ91

疲労のなかで、子供た髄で体鎖した

▽訓練を終え、岸壁に接岸。「擢（かい）立て．′」の合図で重い4．5メートルの
オールが空を向きます。出発のときとは裏腹に疲労感が漂います。

光害　聡くん
（猪熊小6年）

そ
の
ま
ま
来
ま
し
た

終
業
式
が
終
わ
っ
た
後
、
家
に
通
信

縛
を
置
い
て
そ
の
ま
ま
来
ま
し
た
。

少
年
教
室
は
小
学
校
五
年
生
の
と
善

か
ら
入
っ
て
い
る
け
ど
、
い
ろ
ん
な
事

が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
も
で
き

ま
し
た
。
今
回
は
海
に
行
く
の
で
水
着

を
持
っ
て
き
た
の
に
、
泳
げ
な
か
っ
た

の
が
少
し
残
念
で
し
た
。

か
ま
ど
に
ま
き
を
入
れ
る
の
が

と
っ
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

野
外
詭
理
の
と
き
、
か
ま
ど
の
火
に

ま
き
を
入
れ
る
の
が
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
で
も
蜂
に
刺
さ
れ
て
痛
か
っ

た
。
カ
ッ
タ
十
訓
練
は
初
め
て
な
の
で

乗
る
前
は
心
配
で
し
た
。
だ
け
ど
、
乗

っ
て
み
る
と
そ
ん
な
に
怖
く
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
少
年
教
室
は
休
ま
ず

参
加
し
ま
す
。



▽夕食のあと片付けも楽しいひととき。

△男の子は真剣そのもの。夕食はすき焼きだ。

ｑ
林
の
中
を
カ
ッ
タ
ー
乗
場
へ
。

山下博史くん
（頃末小6年）

今
度
は
船
の
前
に
立
っ
て

号
令
を
か
け
て
み
た
い

野
外
で
み
ん
な
で
作
っ
た
す
き
焼
き

は
、
中
に
砂
が
入
っ
て
い
て
ザ
ク
ザ
ク

し
て
い
た
が
お
い
し
か
っ
た
。
カ
ッ
タ

ニ

ー
を
漕
ぐ
の
は
大
変
だ
っ
た
。
今
度
来

た
と
き
は
、
絶
対
に
船
の
前
に
立
っ
て

号
令
を
か
け
て
み
た
い
で
す
。

疲
れ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
楽
し
い
二

日
間
で
し
た
。

井上あかねちゃん
（机小6年）

カ
ッ
タ
ー
誹
ｌ
練
は
き
つ
か
っ
た

で
も
来
年
も
や
っ
て
み
た
い

外
で
の
夕
食
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

隣
の
部
屋
の
笑
い
声
が
う
る
さ
く
て

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た
ら
、
指
導
員

の
お
兄
さ
ん
に
「
早
く
寝
ら
ん
か
」
と

怒
ら
れ
ま
し
た
。
悉
く
な
い
の
に
。

み
ん
な
は
カ
ッ
タ
ー
訓
練
が
き
つ
く

も
う
い
や
だ
と
言
っ
て
た
け
ど
、
私
は

来
年
も
ま
た
、
や
っ
て
み
た
い
な
。

ヽ



画珊離郷鮒清輝粥鞠簿や醜

指導員から
ひとこと

〆脚竺

鞠鞠触輌廟棚酬

●深水誠司さん（社会福祉協議会）●山田浩幸さん（教育委員会）

何かを学んだなという
印象を受けました

少年教室も今年で8年目を迎え、創設時の受講生は、

もう高校卒業程度の年齢に達し、スタッフとして手伝い

にきてくれるリーダーも育っています。

活動の中で最も子供たちが楽しみにしているのが、年

2回の宿泊研修です。のびのびとした空間の中で学校の

垣根を超えて友だちをつくり、規律を学んでいきます。

研修をふり返ると、分業と助け合いの心を養う野外調

理実習では、お互いの役割分担がうまくいった班は早く

食事ができ、遅い班はいつまでも食事ができないという

一場面もありました。また、ちょっとした切り傷や小さ

なやけどもしましたが、大きな事故を引き起こさないた

めの大事な経験の一つになりました。

今回の合宿のメインであるカッター訓練は、オールに

託されたみんなの気持ちが一つにならなければ、船はう

まい具合に進まないわけで、運動会のムカデ競争に似て

います。でも、みんなで協力してよくやりました。

訓練を終え、子供たちの反応を見ていると疲れたとい
°　°

う声に混じり、来年もやってみたいという根性の声も聞

かれ、少しでも何かを学んだなという印象を受けまし

た。残りの教室も全員が参加できることを期待します。

平成3年度　少年教皇

回 研修期日 学習テーマ ｌ　 学　 習　 内　 容

4 月14．日漸 常　　 講　　 式
・自己紹介

・レクリエーション

6月8 日田
6月9 白潮

覿 遅 寝臥 輝
・野細 密樟 恒 秘嬢 や 串

・星座教室 、．′拍 ラフト．

7 月ア剛球 ′箪覧素養なぞ楽しく ・菅ラ伊 澤 撃 穎
寺

7月20日田
7月21日漸

猿誉競業遺キ没軽享豆マ ・野外活動 ・野外調理黒

9 月16日㈲ 調　 ‾理　 教　 室 ・お寮戸車頭鳥

● 10月27日（印 藩をリフレソシ草 ・ヨガ教室 、、′′

12月．8 日㈱ 創　 作　 活　 勧 ・しめなわ登誹「

1月19日画 醜　 悪　 教　 室 ．陶料衷 効率

● 2月9 画廊 レケノ工「シラン 十社会見導 くスケート樟

義 尋 掛障昭 野㍉謳猷こ益駐 凍 捧 顛 掛 錘 璽 嘩 鱒

△水加減はご飯の命、ぼくにおまかせ。

♭
初
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
、
中
バ
ッ
ハ
、

火
の
当
番
も
楽
じ
ゃ
な
い
。

何
と
か
し
な
い
と
。

♭
オ
ー
ル
に
押
し

水
の
量
を
ま
ち
が
え
て

硬
い
ご
ほ
ん
が
で
き
ま
し
た

研
修
は
楽
し
か
っ
た
。
カ
ッ
タ
ー
船

の
訓
練
は
疲
れ
た
け
ど
、
ま
た
乗
っ
て

み
た
い
で
す
。

野
外
調
理
で
作
っ
た
ご
飯
は
、
水
の

量
を
間
違
え
た
の
か
、
硬
く
て
あ
ま
り

お
い
し
く
で
き
な
か
っ
た
。
ご
飯
を
炊

く
の
は
、
と
て
も
む
ず
か
し
い
。
で
も

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。



子ともみこしの

お通りだい！

「ワッショィ、ワッショィ、お
みこしワッショイ」と元気な声が

夕暮れの街に響きます。

7月18日、水巻中央幼稚園のそ

ら組の園児116人が、自分たちで
作った可愛いらしいおみこしを担
いで、梅ノ木団地の周辺を練り歩

きました。

おみこしは全部で4台、年長の
4つのクラスが、ダンボールや色

紙、ヤクルト容器などを使ってて

いねいに作り上げたものです。

沿道では、はっぴ姿でねじり鉢
巻きのミニ若衆を、父兄や通行人

が盛んな拍手で送ります。
「重かったけど、おもしろい」

と、松浦大輝くん（高松団地）。
玉の汗が光っていました。

7月17日、同和問題啓発強調月
間の行事として、中央公民館で講

演会と映画の上映がありました。
今回の講演は、久留米市に住む

フォークシンガーむかい治英きん

を招いて、ギターの弾き語りで行
われました。

脳血栓でねたきりのお母さんの
看病を題材に、心惑点る話を交え

ながら、「風の花」「願い」など
をさとう宗幸詞で歌いあげます。

「思っていること、知っている

ことをどれだけ行動に出せるかが
大事なのではないでしょうか。心

をもう一歩踏み出してみてはいか

がですか」と、むかいさん。

今回も手話による同時通訳を入
れながらの講演、久留米弁での語

りが印象的でした。

心一歩踏みだして

同和問題講演会

緊張の一瞬を射る

総合運動公園の弓道場開き

7月21日、総合運動公園の弓道

場開きが、郡内の弓道愛好家約45
人の参加で行われました。

この弓道場は射場から的場まで
の距離が28メートルの近的競技用

に作られたもので、このほど総合

運動公園のプールの上に完成。
主催者や来賓のあいさつの後、

まさる

矢渡しの儀式が行われ、本田猷さ

ん（水巻町弓道連盟会長）の放つ
最初の一矢が真新しい的を射抜き

ます。息を飲む緊張の一瞬です。

矢渡しが終わると、二つ矢と持
はかま

ち矢の射礼が行われ、袴姿の射手

がつぎつぎと矢を放ちます。
午後からは、遠賀郡の弓道選手

権大会が行われ、老若男女56人が
日ごろの腕を競いました。

ふか　み　　加地　　　　　●　　　　　　　　たかし

深水　茜ちゃん：秋吉　宗くん
2年8月28日生まれ：2年8月15日生まれ

（翌望）さんの長女 （晶）さんの長男

1
0
が
月
が
ら
歩
き
出
し

今
で
は
家
中
ち
ょ
こ
ま
か
動
き
回
っ
て

い
る
　
元
気
⑳
の
宗
く
ん
。

希
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
仲
よ
く
ね
〃
‥

母
よ
り

（
梅
ノ
木
団
地
2
9
－
鋤
）
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壱
ち
ゃ
ん
は
、
今
つ
か
ま
リ
立
ち
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
鏡
の
前
に
行
く

と
自
分
の
顔
を
見
て
は
に
っ
こ
り
ほ
ほ

え
み
ま
す
。
健
康
で
明
る
く
元
気
に
育

っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

（
梅
ノ
木
団
地
1
7
－
3
8
4
）



練習開始で夏がきた

7月7日、梅雨の曇り空をかき消すように水泳スポーツ

少年団の記録会が行われました。
今年から、会場が机小学校のプールから総合運動公園の

町民プールに変わりました。
この町民プールは7月1日にオープンしたばかり。パス

テルカラーのプールサイドは、子供たちでにぎわいます。

真新しい25メートルプールでは、きびきびと　280人の団
員が元気な泳ぎを披露。500人収容の観観席からは、父兄

が熱狂的な声援を送り、子供たちの泳ぎもパワーアップ、

タイムがつぎつぎと更新されていきます。
この記録会を境に、体力づくりと秋の大会へ向けての練

習が開始され、スポーツ少年団の本格的な夏が訪れます。

異常のトップは貧血でした

今年も7月11日から成人病健診の結果説明会が始まりま

した。検査結果に異常があった人を対象に医師や保健婦が
データの読み方などをわかりやすく説明します。

今度の健診では、異常ありと診断された人が80パーセン

ト。なかでも一番多かったのが何と貧血だそうです。
説明の後は個人相談が始まり、医師の前には長舵の列。

「私の異常はコレステロールが多いことです。運動と食
事療法で解消するそうです。今は間食をやめ、歩こう会や

グランドゴルフで運動をしています」と、個人相談を終え
ｔ永松精也さん（65歳・美吉野）。

適度な運動とバランスの取れた食事が何といっても一番
ですね。

風を読んでナイスショット

夏も盛りを迎えた7月お目、遠賀川河川敷でターゲット

バードゴルフの一周年記念大会が12人の参加で開かれまし
た。大会はゴルフ場がオープンして一年になるのを記念

し、ＴＢゴルフ御牧会が開催したものです。
このスポーツは、羽根の付いたポールをゴルフクラブで

打ち、傘を逆さまに立てたようなターゲットに入れる戴技

で、ゴルフと同じように打数の少なさを養います。
「今日は風があったから、上手な人と変わらないスコア

ーでした。ターゲットに入る瞬間はスカッとします。男性

がゴルフをやめられない気持ちがよくわかります。知らな
みさ奮

い人は一度来てみては」と小林神祭釆さん（みずほ）。

手軽なスポーツとして愛好者も増えています。

川の真ん中は別世界

遠賀川河川敷公園で7月28日、水上イベント「リバーピ
ュアｉｎ ＯＮＧＡ，91」が催されました。

会場には水上′ヾイクやモーターボートがひしめきます。

若者たちが、飛び魚のようにホッピングしたり、空中で向
きを変えるエアーターンなど高度な技術を披露。ハンドル

を誤って転倒するハプニングもあり会場を沸かせました。

「遠賀川にはよく来ますが、川の真ん中に来たのは初め
てです。とても楽しかったです」と、モーターボートの体

験試乗に参加した平城隆一さん親子（猪熊）。
河川敷では、郡消防のレスキュー隊による演技や、スケ

ッチ大会、釣り大会など盛りだくさんのイベントも催され

終日大勢の家族連れなどの見物客でにぎわいました。



健康づくりシリーズ㊥
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あ
な
た
の
胃
は
大
丈
夫
？

平
成
三
年
度
の
成
人
病
・
胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
セ
ッ
ト
検
診
が
、
5
月
2
9
日

か
ら
7
月
1
0
日
ま
で
1
4
回
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
胃
が
ん
検
診
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
受
診
者
数
は
千
百
二
十
七
人

で
、
昨
年
に
比
べ
五
十
三
人
増
え
て
い

ま
す
。
受
診
者
の
う
ち
精
密
検
査
を
必

要
と
す
る
人
は
百
六
十
六
人
で
、
全
体

の
一
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
（
図
1
）

ま
た
、
年
齢
別
で
は
例
年
ど
お
り
六

十
代
が
一
番
多
い
の
で
す
が
、
年
々
若

い
人
の
受
診
も
増
え
て
い
ま
す
。

検
査
は
、
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
の
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
で
行
わ
れ
ま
す
。

バ
リ
ウ
ム
は
、
正
式
に
は
硫
酸
バ
リ

ウ
ム
と
い
い
、
あ
ま
り
飲
み
や
す
い
も

の
で
は
な
い
の
で
　
「
ご
め
ん
だ
」
と
い

う
人
が
よ
く
い
ま
す
。
で
も
最
近
で
は

改
良
さ
れ
て
ず
い
ぶ
ん
飲
み
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
と
胃
の
壁
に
ぴ
っ

た
り
と
付
き
ま
す
が
、
検
査
後
は
す
べ

て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

撮
影
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
胃
の

壁
に
付
い
た
バ
リ
ウ
ム
が
白
く
写
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
を
黒

く
写
す
た
め
に
は
胃
を
空
気
で
ふ
く
ら

ま
せ
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ル

ム
に
は
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
き

れ
い
に
現
れ
、
胃
の
ひ
だ
や
凸
凹
が
鮮

明
に
写
し
出
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
、

か
い
よ
う

潰
瘍
部
分
や
非
常
に
小
さ
な
が
ん
細
胞

の
集
ま
り
で
も
、
見
つ
け
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

● 図 1　 年 度 別 受 診 者 状 況

（昭和 63年度 ～平 成 3 年度 ）

（人）

1，500

1，000

500

1，235人

619人

1，127人

儀一∵

瓢′‾．．3、－

1，074人

．、ｊ薫遠さ

罠慰誉誉

雲藍き
≒箔≡′、－…・ノ、－ 鑑襲蛍

124人

裳孝

海 抜

53人

濫搬

128人

喪

はお
63　　　 元　　　 2　　　 3

尊　　 卑　　 年　　 年

度　　 度　　 度　　 度

水
巻
町
で
は
、
精
密
検
査
が
心
要
な

人
に
は
、
保
健
婦
が
家
庭
訪
問
を
し
て

通
知
書
を
渡
し
て
い
ま
す
。

二
次
検
診
を
受
け
な
い
人
た
ち
の
理

由
を
聞
い
て
み
る
と
「
自
覚
症
状
が
な

い
か
ら
し
　
「
忙
し
い
か
ら
」
　
「
胃
が
ん

と
診
断
さ
れ
る
の
が
怖
い
か
ら
」
な
ど

の
答
え
が
帰
っ
て
き
ま
す
。

検
診
で
発
見
さ
れ
る
の
は
、
が
ん
ば

か
い
よ
う

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
潰
瘍
や
ポ

リ
ー
プ
な
ど
も
見
つ
か
り
ま
す
。

「
が
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
な

ど
と
い
う
不
安
を
検
診
で
取
り
除
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

★
要
精
密
検
査
の
結
果
返
し
や
、
健
診

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し
ど
し
健
康
対
策

課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

が3被の人

●申請に必要なもの

健康保険証・印かん・障害

者手帳・そのほが障害を証明

する書類

●対討こなる医療費
保険証を提示して診療を受

けたときの自己負担の額が支

給されます。

※初診料、往診料の一部、そ

のほか健康保険の適用がな

い費用は、支給の対象にな

りません。

●変更の届出
住所や健康保険証などの変

更があったときは、必ず届け

出てください。

※詳しくは、国保年金係まで。

●対象者

β3歳以上で水巻町に住所があ

り、国民健康保険・社会保険

に加入している人

β次の障害要件に該当する人

〔精神薄弱者〕

◇児童相談所から重度及び最

重度と判定された人

◇国民年金法の障害年金で1

根に該当する人

◇福岡県療育手帳「Ａ」の認

定を受けている人

◇特別児童扶養手当の1級に

該当する人

〔身体障電着〕

◇障害程度が1級、2級の身

体障害者手帳を持っている

人

〔重複障害者〕

◇児童相談所の判定が中産で

身体障害者手帳の障害程度

医療費の公費支給制度

② 重度障害者医療費

水巻町が行っている医療費の

公費支給制度には、乳幼児医療・

重度障害者医療・母子家庭等医

療の三つがあります。

今回は、重度障害者医療費の

支給制度を簡単に紹介します。

ｔ．．、、‥▼．．．－．‥．－．．………ｔ

■
■
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県
大
会
へ
ュ
3
人

●
郡
民
水
泳
大
会

郡民水泳大会が7月21日、総合運動公園の町民プー
ルで行われ、総合の部で準優勝の成績を収めました。

〔水巻町からの県大会出場者・13人〕
●内門智亜紀・藤崎智也・松本香織・一瀬勇希・増野

陽公・吉永剛志・梶山進二・鬼木圭介・山本佳代子・

増田美香・山本道泰・下川由紀夫・山下政二

●
中
学
女
子

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

頃
末
南
が
優
勝

7月28日、町民体育館で中学女子ビーチボールバレ

ー大会が開かれました。決勝戦では、接戦の末、頃末

南が2対0でみずほを破り優勝しました。

パテパテと算盤の音が軽やかに響きます。7月14日、中央公

民館で小中学生を対象にした青少年珠算競技大会が開かれまし

た。今年の参加者は45人。競技の結果は次のとおりです。

【個人の部】

●4年生〔金賞〕皆川信次郎（吉田小）・神谷由香理（机小）

・大田由夏（机小）　〔銀賞〕池田新司（猪熊小）・和泉佑典

（机小）・小長谷倍末（頃末小）・美濃晴美（猪熊小）・木本

幸子（吉田小）　●5年生①上田噸子（伊左座小）⑧黒木美伸

（猪熊小）⑧原田実佳（伊左座小）　●6年生①巴田洋子（猪

熊小）⑧安田秀子（吉田小）⑧皆川艮徳（吉田小）　●中学生

①杉野寿子（南中）⑧武居美佳（水中）⑧幸村枝美（南中）

【蔑上箕の部】

●小学生①小林衣智子（猪熊小）⑧上田順子（伊左座小）⑧平

野敬史（頃末小）　●中学生①杉野寿子（南中）④都甲裕紀子

（南中）⑨幸村枝美（南中）

【読上暗算の部】

●小学生①巴田洋子（猪熊小）㊥幸村恵（吉田小）⑧黒木美伸

（猪熊小）　●中学生①杉野寿子（南中）⑧幸村枝美（南中）

⑧野見山真由美（南中）

◎・◎・¢・匂
こんなときは
届出が必要で気

国民年金の加入者は、農業や自営業
の人とその家族（第1号被保険者）、サ

ラリーマン（第2号）、サラリーマンの

奥さん（第3号）の3種類に分けられま
す。

加入期間の40年の間には、就職・退

職・結婚などいろいろな節目があり、
それに応じて年金の種別も変わります。

ヽ　右の図で示すような理由が生じたと
きには、早めに国保年金係で種別変更

の届け出をしてください。

20歳 になったとき－

告繹

サラリーマンの夫が会
社などを変わったとき

Ｃ再 で 帯

転仰
ｒｒて‖
川 （ｒ

厚 生 年 金 保 験 ・、共 済 繚

合 に 加 入 し た と き

′Ｊ＼　　 へ へ

ｌｌ
、＝）

＼ノ　 ＼Ｊ

・ 1も

厚生 年金保 検 ・共 済線
合加 入者 の扶 養か らは
ず れた とき

増
ｌ、0一ト

′りＩＡｅ∵ ‘1 葺主レ

Ｊ．ｈ
7 7 1 7

厚 生年 金保 険 ・共 済錆 、

合を やめ たと き

㌘ゴ：。〆 五 千

三
、．厚 生 年金 保険 ・共 済組

合加 入者 の扶 養 を受 け
る よう にな った とき

三 三

．ｔｔ．



福岡県では、食卓がふれあいの場として描かれ

ている楽しい作品を募集します。対象となる態は、

小学校入学前の子どもたちによる作品です。

′応募方法　遠賀保健所に用意してあります応募

用紙を作品の裏にはって出してください。作品

は画用紙（54×38ｃｍ）の大きさです。

′締め切り　9月5日休）

●作品の送り先・問い合わせ　遠賀保健所（吉田

2363－18）き201局4161番まで

源漏
水
は
突
発
的
に
起
こ
る
も
の
で
、

発
見
が
早
い
ほ
ど
そ
の
量
が
少
な
く
て

す
み
ま
す
。
水
道
課
で
は
定
期
的
に
町

内
の
漏
水
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

発
見
が
遅
れ
が
ち
で
す
。

こ
れ
ま
で
み
な
さ
ん
か
ら
の
通
報
に

よ
り
、
多
く
の
漏
水
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漏
水
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
役
場

水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
9
月
6
日
か
ら
1
0
日
ま
で

の
5
日
間
、
毎
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
警
察
本
部
「
行
方

不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
＝
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号

●
相
談
内
容
　
▽
家
を
出
て
長
期
間
に

な
る
が
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
▽
遺

書
や
言
動
か
ら
自
殺
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
▽
病
弱
、
年
少
な
ど
の
た
め
死

亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
▽
犯

罪
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
　
－
　
な
ど
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
警
察
本
部
刑

事

部

鑑

識

課

℡

（

0

9

2

）

6

4

1

局

4

1

4

1

番

（

内

）

2

7

3

6

へ

●
受
付
期
限
　
9
月
4
日
（
水
）
ま
で

点
字
受
験
の
人
は
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
　
1
1
月
8
日
（
金
）

●
試
験
科
目
　
国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
外
国
語

一
度
で
全
科
目
を
受
験
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
年
に
分
け
て
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
試
験
会
場
　
福
岡
県
教
育
庁
（
県
庁

4
階
）

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
福
岡
県

教
育
庁
学
事
免
許
係
℡
（
0
9
2
）

6

5

1

局

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

番

ま

で

。

頼
ら
ず
、
安
全
確
認
を
行
っ
て
通
行
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
プ
、
！
フ
ー
は
、
風
な
ど
強
い
力

が
加
わ
る
と
、
鏡
の
方
向
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
気
付

い
た
人
は
、
役
場
建
設
鉱
害
課
土
木
係

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

県
警
本
部
で
は
、
身
元
確
認
強
調
月

間
の
行
事
と
し
て
、
「
行
方
不
明
者
を

さ
が
す
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。
相
談

に
は
、
写
真
な
ど
手
が
か
り
に
な
る
も

の
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

堅
く
守
り
ま
す
。

ぐ

最
近
、
交
差
点
で
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
し
て
あ
る
所
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。
カ
ー
ブ
、
！
フ
ー
は
、
補
助
的

な
も
の
で
す
。
カ
ー
プ
、
三
フ
ー
だ
け
に

中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病
弱

や
発
育
不
完
全
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
で
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
を
対
象
に

行
う
試
験
で
す
。
合
格
者
に
は
、
高
等

学
校
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

ぐ

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
㈱
フ
ァ
イ
ブ
テ
ッ
ク
　
内
田
五
夫
様

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
益
金
と
し
て
）

香
典
返
し
と
し
て

●
若
松
区
　
　
故
・
高
橋
　
保
　
様

高
橋
千
代
子
様

●
古
賀
　
　
　
故
・
峯
浦
　
定
彦
様

峯
浦
　
噸
平
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
末
岡
ヨ
シ
コ
様

宋
岡
　
金
市
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
加
藤
　
森
男
様

加
藤
フ
サ
エ
様

●
高
松
団
地
　
故
・
古
川
ト
メ
ヨ
様

古
川
幸
三
郎
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
西
田
　
文
雄
様

西
田
　
昭
雄
様

ヽ



●
採
用
機
種
と
予
定
数

一
般
職
1
人
・
技
能
職
ｌ
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
受
付
期
間
　
8
月
1
2
日
～
2
9
日

●
試
験
白
　
9
月
2
2
日
（
日
）

●
試
験
会
場
　
遠
賀
中
学
校

●
受
験
手
続
　
申
込
用
紙
は
事
務
組
合

絵
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
℡

2

9

3

局

3

5

8

1

番

ま

で

。

●
採
用
予
定
数
　
消
防
士
6
人
（
男
子
）

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
そ
の
ほ
か
に
も
条
件
が
あ

り
ま
す
）

●
受
付
期
間
　
9
月
1
3
日
～
即
日

●
ｌ
次
試
験
　
1
0
月
2
7
日
（
日
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡

消
防
本
部
総
務
課
℡
2
9
3
局
1
2

3
1
番
ま
で
。

●
募
集
人
員
　
1
人

性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
集
金
地
区
　
お
か
の
台

●
受
付
期
限
　
8
月
祝
日
（
土
）

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
役
場
水

道
謀
ま
で
。

●

れ
た
人
。
た
だ
し
、
大
学
の
在
学
期

間
が
2
年
を
越
え
る
人
は
除
く
。

●
受
付
期
間
　
8
月
2
1
日
～
9
月
6
日

●
試
験
日
　
1
0
月
6
日
（
日
）

●
試
験
地
　
福
岡
市
、
北
九
州
市
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
　
県
人
事
委
員
会
事
務

局

任

用

課

℡

（

0

9

2

）

6

4

1

局

3

8

8

3

番

ま

で

。

国
管
理
局
（
福
岡
市
博
多
区
沖
浜
町

1

－

2

2

）

℡

（

0

9

2

）

2

8

1

局

7

4

3

1

番

ま

で

。

●
採
用
職
種
と
予
定
数

一
般
事
務

警
察
事
務

学
校
事
務

農
業
土
木

●
受
験
資
格

林電土
業気木

2　2　9

人人人

1
人

昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

●
採
用
予
定
数
　
約
6
0
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
受
付
期
間
　
8
月
2
3
日
～
9
月
5
日

●
一
次
試
験
　
1
0
月
6
日
（
日
）

●
試
験
地
　
福
岡
市
は
か

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
入

＋ 撫袖 蝋 機

1■■1押ブ幣イ恨群増野吋笹宰4．．．げ叡礪絡漂
ふ彿湘嘩顔率増呼野欄糊申野　　誉！：

もてます－

水巻町職員募集 ［誹．Ｚ．
●採用職種と予

一般事務職－
保　母 ・

′ノ、こ．って索敵

千十 Ｉ

着受験資格
レア棍事務職　瀞口車尊卑甘2日離頭巾纏雄
4 月マ日までに峯和紙減資

　 豊永技術職　由塞指導4 自警包か如細雨轡登
瑚 用 までに教養熱た人で、高輸出元料牒

・塞課程惑旛診ずした朱．簿卒業見込軍那
函細「画廊庚ヰ離賽醸事顧秘峰神事樟
巳までに生如法来れ傭融細廃離涙㌍
離水譲癖 鴫癖 再絢軽郎画鴫藩
こ‾込みの太

．磯姉弟秘康鰊略巫嗅鴫弟嫁躯績
・白本国福のなか太守保母は除肴圭㌣工務栄誉雷
・壷頑強毎極秘癖疎蘇魂車秘結

●受イ寸期間 ？月舘日がら8月溺日まで。′≡
郵送の場合は冶月別臼の消印まで受け榔ナます謎．：

・●試験日月次試験　 由月2柑脚
′醜療会場．‾遠賀中学校　遠賀野別府四番地）
如療錦樟ね画廊癖痺細線如拙纏鴻
しています。必要事由元来言腐れ本紙鰭
さい。

鱒問い合わせ．水巻町役場人事係

．鰹－2 。漕 鵠 深 澤 攣
墾 撃 墜 謹 書 翠 霊 漂 鷺 謡 法 華

．－れ

ノづぎーこ′・・　　 中

＼潤
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さ

ん

ここ－1敦

撃

亨
ト

柳
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ダ

ニ恵 一ｊ．こ＿ｒ－

増 中 盛やＪｄＹ執　　　 籾

田 田

さ

際 一・一一．濾‾わ． 1 1日

・・＿遜 湖　 さ

雪・

さ

ん

ち

・を． ん ん

．．．＃－こ去．テヱ．単．
・・。さ鮎 ，．

ぬ
十十虚義盛滋養登撃艶

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は

結
婚
を
希
望
す
る
体
の
不
自
由
な
未
婚

の
障
害
者
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
（
集
団
見
合
い
）
は
、
9

月
1
日
（
日
）
福
岡
市
の
県
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
見
合
い

に
参
加
す
る
に
は
協
会
の
結
婚
相
談
所

の
登
録
が
必
要
で
す
。
参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
8
月
知
日
ま
で
に
登
録
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
結
婚
相
談
申
込
書
（
用
紙
は
相
談

所
に
あ
り
ま
す
）

㊥
家
族
全
員
の
住
民
票
（
再
婚
者
は

戸
籍
謄
本
も
必
要
で
す
）

⑧
写
真
（
手
札
型
）
2
枚

④
印
か
ん

⑨
身
体
障
害
者
手
帳

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
（
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一
丁

目

2

－

2

2

）

℡

（

0

9

2

）

7

5

1

屈

3

2

3

9

番

ま

で

。

7
月
1
0
日
号
の
〝
ま
ち
の
話
題
″
の

中
で
、
「
粟
川
ツ
タ
ヱ
」
さ
ん
は
「
粟

㍉
㍉
㍉
∵
一
三
Ｔ
。
二
、



ふまち′人

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が

私
の
生
き
が
い
で
す

パ
ン
フ
ラ
了
を
楽
し
む
　
福
井
豊
子
㌔
（
7
0
歳
・
猪
熊
）

●
草
花
の
ほ
か
に
、
木
の
実
や
果
物
も
作
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
た
く
て

夢
が
い
っ
ぱ
い
で
す

「
今
、
二
人
そ
ろ
っ
て
老
人
大
学
に

行
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

陶
芸
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
で
作

っ
た
花
ぴ
ん
に
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
を
飾
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
や

っ
て
み
た
く
て
夢
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

皆
さ
ん
が
退
屈
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
が

不
思
議
な
く
ら
い
で
す
」
と
、
胸
を
弾

ま
せ
な
が
ら
語
る
の
は
、
パ
ン
フ
ラ
ワ

ー
を
楽
し
む
福
井
豊
子
さ
ん
。

パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
は
、
パ
ン
粘
土
に
油

絵
の
具
を
混
ぜ
て
作
り
ま
す
。
よ
く
練

っ
て
薄
く
延
ば
し
、
葉
や
花
び
ら
の
一

枚
一
枚
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
最
後
に

一
本
の
花
に
仕
立
て
、
も
う
一
度
着
色

し
て
完
成
し
ま
す
。
実
物
そ
っ
く
り
な

の
で
つ
い
手
で
触
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

神
戸
で
は
、
た
く
さ
ん
の
パ
ン
フ
ラ

ワ
ー
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
引
っ
越

し
の
と
き
残
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

ｌ
・
・
ｌ

神
戸
に
残
し
て
き
た
も
の
を

も
う
一
度
作
っ
て
み
た
い

パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
を
始
め
た
の
は
六
年

く
ら
い
前
、
神
戸
に
い
る
と
き
に
趣
味

の
教
室
で
習
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
草
花
を
題
材

か
ご

に
、
鉢
に
植
え
た
り
、
龍
に

さ
し
た
り
し
て
、
そ
の
特
徴

を
生
か
し
て
作
り
ま
す
。

時
に
は
、
柿
の
実
や
い
ち

ご
な
ど
の
果
物
を
作
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

い
ち
ご
を
作
っ
た
と
き
は

娘
さ
ん
か
ら
「
い
ち
ご
は
上

向
き
じ
ゃ
な
く
て
下
向
き
だ

よ
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

「
や
は
り
本
物
を
見
て
作

ら
な
い
と
ね
」
と
失
敗
談
も

ち
ら
ほ
ら
。

こ
れ
ま
で
に
作
っ
た
作
品
は
、
パ
ン

フ
ラ
ワ
ー
の
ほ
か
に
、
メ
ッ
シ
ュ
の
花

や
ブ
ロ
ー
チ
、
和
裁
の
残
り
布
を
利
用

し
た
鍋
敷
き
、
は
ま
ぐ
り
の
殻
を
芯
に

ひ
な

し
た
き
め
こ
み
雛
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

「
和
裁
の
仕
事
の
仕
立
て
代
で
材
料

を
買
い
ま
す
の
で
、
主
人
に
負
担
を
か

け
ず
に
で
き
ま
す
」
と
豊
子
さ
ん
。

「
根
を
詰
め
る
と
体
に
よ
く
な
い
の

で
和
裁
は
な
る
べ
く
し
な
い
よ
う
に
言

っ
て
い
ま
す
。
で
も
指
を
使
う
の
で
、

ぼ
け
の
予
防
に
は
な
り
ま
す
が
ね
」
と

半
ば
諦
め
ム
ー
ド
で
答
え
る
ご
主
人
の

勲
さ
ん
。

「
水
巻
町
に
来
て
ち
ょ
う
ど
一
年
、

で
も
ま
だ
ま
だ
新
参
者
。
み
な
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
神
戸

に
残
し
て
き
た
も
の
を
、
も
う
一
度
作

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
、
こ
れ

か
ら
の
日
韓
を
語
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
作
っ
た
作
品
が
、
八
月

十
日
か
ら
月
末
ま
で
、
中
央
公
民
館
の

展
示
室
で
図
書
の
新
刊
と
一
緒
に
展
示

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（

▲
今
回
の
特
集
の
少
年
教
室
に
カ
メ
ラ

を
ぶ
ら
さ
げ
て
一
緒
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
休
み
の
初
日
の
せ
い
か
、
子
供

た
ち
の
元
気
の
よ
さ
に
少
々
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
彼
ら
か
ら
「
お
い
ち
ゃ
ん
、

写
真
を
と
っ
て
」
と
言
わ
れ
て
も
、
初

め
の
う
ち
は
自
分
が
呼
ば
れ
て
い
る
と

は
気
付
か
ず
に
い
ま
し
た
。
時
代
の
流

れ
と
は
、
早
い
も
の
で
す
ね
。
私
が
ま

だ
小
学
生
の
こ
ろ
、
町
の
少
年
野
球
に

出
た
と
き
に
審
判
を
し
て
い
た
『
役
場

の
お
い
ち
ゃ
ん
』
た
ち
と
今
、
机
を
並

べ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
（
蔵
元
）

細
同
和
研
修
で
む
か
い
治
英
さ
ん
の
歌

は
や

を
初
め
て
聞
き
、
若
い
こ
ろ
に
流
行
っ

た
ア
ン
グ
ラ
フ
ォ
ー
ク
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
岡
林
宣
康
の
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
ア
ッ
プ
リ
ケ
」
、
こ
の
意
味
が
今
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

取
材
の
折
り
、
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
作

っ
た
サ
ギ
草
の
鉢
植
え
を
い
た
だ
き
総

務
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。

本
物
と
間
違
え
て
水
を
や
っ
た
職
員
も

い
る
は
ど
み
ご
と
な
作
品
で
し
た
。

今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
情
報
提
供
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
部
紙
面

の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

お
わ
び
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
嶋
田
）

玩
照
は
す
憾
」
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